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連載 オブジェクト指向と哲学 

第 12回 知識とは何か（６）－ 知覚するものとされるもの 
河合 昭男 

 
 前回に引き続き、今回もプラトン「テアイテトス － あるいは知識について」[1]をテキス
トに、「知識は感覚」を吟味する長い議論を追ってみたいと思います。テキストは前回より

少し戻りますが、プロタゴラスの相対性のテシスとヘラクレイトスの流転性のテシスをまず

認める立場で進行します。 
 
第 10回でも触れましたが、ソクラテスは、プロタゴラスの「人間は万物の尺度」説から「何

ものも他と没交渉にそれ自体でそれ自体にとどまったまま単一であるということはない」

（152D）とします。今回はこれをもう少し考えて見たい。議論は次のように展開されて行き
ます。 

 
ソ：それでは今度は、いいかね君、こういうふうに考えてみたまえ。まず最初は眼に関係し

たことなんだが、白色と君が呼んでいる当のものは、それ自体で君の眼の外に何か別個の

ものとしてあるのではなく、また眼の中にあるのでもないというふうにだね。そして君は

これに対して何か特別の配置場所を考えたりしてはいけない。なぜなら、そうすれば、も

うそれはどこかの場所で一定の配置についていて、止まっていることになり、従って、生

成のうちになりつつあるあるのではないということになるだろうからねえ。（153E） 
 
ものはそれ自体で意味のあるものとして存在しない。例えばある人がそれを眼で見たとき、

それはその人固有の存在として意味を持つ。 
 
これは「人のいない山で倒れた木の音は存在するか」という禅の公案に似ています。認識

されるものと認識するもの両者がないと存在を問えない。 
 
テ：しかし、それでいけないとすると、どうするのでしょうか。 

ソ：さっきの説について行くとしよう。何ものも他と没交渉にそれ自体で単一にあるという

ものはないというのがその前提だった。そうすれば、黒だって白だってその他の何の色だ

って、それは眼がおのれに適合する運動に向かってぶつかるところから生じたものである

ということがわれわれにははっきりわかるだろう。そしてわれわれがそれぞれの色である

と言っているものは、そのぶつかるものでもなければ、ぶつかられるものでもないという

ことになるだろう。むしろ何かその間に（互いに）生じたものなのであって、各者格別に

出来ているということになるだろう。それとも、どうかね、それぞれの色が何らかの様子

で君に現れている場合、そのものはまた犬だとかいうような動物にも、そのような様子で

現われていると君はあくまで主張するだろうか。（154A） 
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テ：いいえ、神明に誓って、そういうことはいたしません。 

ソ：では、どうかね。人間だったら、何か他の人に現れているのと君に現れているのとは同

じようだろうか。どうだね、君が強硬に固持するのはこれだろうか、それとも、むしろず

っと次のことの方だろうか。すなわち、それが同じものとして現れるなんてことは君自身

にとってさえないことなのではないか。なぜなら、君自身にとって君自身の身の持ち方は

決して同様のときがないのだからねえ。 

 
■健康体のソクラテスと病身のソクラテス 
例え同一人物でもそのときの健康状態などで感覚は異なります。健康体ではおいしいと感

じた食べ物も、病身のときはそうは感じません。同一人物でさえそうなのだから、まして異

なる人だと同じものに対して感じ方は異なります。 
 
■UML のモデル 
例えば、ある時点でソクラテスはあるものを眼で捉えてある感覚を持ちます。オブジェク

ト図で表すとその感覚は眼にあるのでもなく、もちろんもの
．．
にもありません。ソクラテスの

眼とそのもの
．．
との間に感覚が生じます。オブジェクト指向ではこれをリンク属性と呼びます。

眼ともの
．．
との間のリンクが保持する属性です。 

 

 
図 1 感覚は眼ともの

．．
との間のリンク属性 

 
同じもの

．．
をテアイテトスも見たとしたら、ふたりの感覚は別物です。UMLでは次のように

表現することができます。 
 

 
図 2 感覚は人により異なる 
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一般化してクラス図にします。多重度 5 は感覚器官の五感を示しています。感覚は感覚器
官と対象物の関連クラスとして表現します。 

 

 
図 3 感覚を関連クラスで表す 

 
■エンペドクレスの流出説 
本稿の論旨とは直接的関係はないのですが、冒頭の「白色」の記述に関して、ソクラテス

の時代に人々は色というものをどのように捉えていたのかを示す、おもしろい記述がありま

す。以下プラトン「メノン」[2]から引用します。 
 
ソ：では、君たちはエンペドクレスの説に従って、もろもろの存在物から流出物のようなも

のが発出されていると言わないかね？（76C） 
メ：ええ、たしかにそういうことを認めます。 

ソ：また、そうした流出物が中にはいったり通過したりする孔があるということも認めるね？ 

メ：たしかに。 

ソ：そして流出物のうちには、そうした孔のうちのあるものに、ぴったり合うのもあるし、

小さすぎたり大きすぎたりするのもあるわけだね？ 

（・・・省略・・・） 
ソ：すなわち、色とは、その大きさが視覚に適合して感覚されるところの

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
、形から発出され
．．．．．．．

る流出物である
．．．．．．．

。 

 
つまり眼には様々なサイズの小さな孔があいていて、ものから流出してくる、色により異

なるサイズの流出物を眼が捉えるというモデルです。音や匂いも流出説で説明されます。 
 
■エンペドクレス説のモデル 
図 3のモデルに流出物を追加すると次のようなモデルとなります。 
 

 
図 4 エンペドクレス説 
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図 3では感覚器官と対象物の間の多重度は多対多になっていましたが、この図 4のモデル
では感覚器官と流出物の間の多重度は 0..1対多になっています。感覚器官には多数の流出物
が流れてきますが、個々の流出物が到達する感覚器官は高々一つということです。 

 
例えばソクラテスとテアイテトスが同じ対象物を見たとしても、そこから発せられる多数

の流出物からそれぞれの眼に到達する流出物は異なり、眼の中でぴったりとサイズの合う流

出物も異なり、両者異なる感覚が生ずることになります。 
 

以 上 
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